
 

プルサーマル用のＭＯＸ燃料（ウランとプルトニウムの混合燃料）がフランスから輸送され、５月に玄海原

発３号機のプールに運びこまれました。九州電力は８月からの定期検査でＭＯＸ燃料を装荷し、国内初のプル

サーマルを１１月にも実施しようとしています。しかし・・・ 

 

 
 

電気事業連合会は６月１２日に、プルサーマルの実施時期を５年間延期すると決定しました。これまでは２

０１０年度までに１６～１８基の原発でプルサーマルを実施するとの計画でした。それを５年間延期し、２０

１５年度までに実施すると計画を変更しました。北海道電力や東北電力、中国電力は、ただちに実施時期の延

期を発表しました。しかし、玄海プルサーマルは予定どおりです。他の電力会社が後に続くのか不透明です。

現状では、佐賀県がプルサーマルの実験場になってしまいます。 

なぜ、玄海原発で急ぐ必要があるのでしょうか。まずは、８月からのＭＯＸ装荷をストップすべきです。 
 

 

 

 プルサーマルが実施されれば、３～４年後には使用済ＭＯＸ燃料が発生します。この問題で佐賀県知事は、

下記の要望を国に出しています。 

「使用済ＭＯＸ燃料が、発電所に長期間貯蔵され続けないよう、日本原燃株式会社六ヶ所再処理工場に

続く、いわゆる第二再処理工場の検討を早期に開始し、具体的な処理の方策を決定すること」 

（５月２８日付「原子力発電関係団体協議会」の要望書より） 

 

ところが国の使用済ＭＯＸの処理方法に関する計画は大幅に後退し、処理方法は何も決まっていません。こ

のことが、５月１８日の市民と国との交渉で明らかになりました（下図参照）。さらに、第二再処理工場につ

いて２０１０年頃から検討を開始するための「準備的検討」も全く進んでいません。「最終成果報告」（今年

３月発表予定）どころか「中間成果報告」（２００７度中発表予定）さえ出ていません。「いつ出せるかは言

えない」「なぜ遅れているかは言えない」とは、無責任な話です。 

この国の姿勢は、佐賀県知事の要望に背くものです。それでも玄海原発では、８月にＭＯＸ装荷ですか？ 

 

 

 

・使用済ＭＯＸの処理は２０１０年頃

から検討開始（原子力政策大綱） 

・第二再処理工場は２０４５年頃に建

設（原子力立国計画） 

 ・第二再処理工場は、建設するかどうか決ま

っていない。 

・民間主体か国主体かも決まっていない。 

・使用済ＭＯＸ処理方策は決まっていない。 

 



交渉で国は、使用済ＭＯＸ処理の検討開始の条件として、「もんじゅ」や六ヶ所再処理工場の進ちょく状況を

考慮すると明言しました。その肝心の「もんじゅ」や再処理工場は運転の目処さえたっていません。国の計画

は全て破綻しています。それでも玄海原発では、８月にＭＯＸ装荷ですか？ 

 

 

 

 

国や九電に、使用済ＭＯＸという核のゴミをどうするのか、県民の前で、具体的に説明してもらいましょう。

なぜ玄海だけ急ぐ必要があるのか説明してもらいましょう。同時に県の見解も求めましょう。 

国会議員もＭＯＸ装荷延期の意見書を出しました。 

 

 

 
 

使用済ＭＯＸの行き場は決まっていません。「もんじゅ」も六ヶ所再処理工場も動きません。プルサーマル計

画も延期です。ないないづくしです。玄海原発でのプルサーマルを急ぐ必要はありません。 

県がＭＯＸ装荷を認めないよう要望しましょう。 
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６月１６日、２１名の国会議員が「使用済ＭＯＸの処理が明らかになるまで、ＭＯＸ装荷を延期するよ

う求める意見書」を経産大臣に提出しました。意見書を出したのは民主党・社民党・無所属の議員です。 

「もんじゅ」２００７年運転再開予定 

（１９９５年の事故以来運転停止） 

 

六ヶ所再処理工場 ２００７年運転開始予定 
 

ダクトの腐食、活断層、組織体質の問題等で運転

再開の目処も示せず。約１４年間停止したまま。 

約１年半もの間、ガラス固化で行き詰まり。高レ

ベル廃液漏えい事故や被ばく事故まで発生。３年

間は動かないのではとの観測も出始めている。 
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ＭＯＸ燃料 

とてもやっかいな使用済ＭＯＸ 

発熱量が大きいため、１０年後の使

用済ウラン燃料並に冷えるためには、

約１００年もかかる。 

使用済燃料の発熱量比較 
（核戦争防止国際医師会会議報告書より） 
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